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指導の重点

・理科の授業に対する意欲関心の向上

・基礎知識の習得（朝学習モジュールによる知識の定着）

・科学的思考能力の育成（レポート実験を行い、実験の考察をさせることによって育成する）

・各種実験技能・表現の体得（パフォーマンステスト、レポート実験、授業プリント）

評価の観点及び規準

月 指導計画 指導内容 自然事象への関心・意欲・ 科学的な思考 観察・実験の技能・表現 自然事象についての知識・理解 評価方法 モジュールの内

態度 容

４ １植物の世界 ○ホウセンカが種子をとばすしく○植物の生活とから ○植物は花のつくりのちが ○花の各部を整理し ○植物が花や葉・茎・根から 授業プリント

みを考える だのしくみについて調 いによって、いくつかの種 ながらまとめることが できていることを説明でき

①植物の生活 ○ナズナの生活史を理解する べようとする。 類に分類されることを推定 できる。 る。 定期考査

と体の仕組み ○植物のからだの部分のはたら ○植物は、葉や茎が できる。 ○将来果実になるめ ○花のつくりについて説明で

きを考える 成長する時期にちが ○植物の花がなかまをふ しべの根元部分を確 きる。 授業の様子

Ⅰ花のつくり ○花から果実になることを理解す いがあることに気づ やすための生殖器官であ 認できる。 ○めしべの子房と胚珠の部

と働き る き、植物が環境とか ることを説明できる。 ○植物は，葉脈のち 分が、果実と種子になること ワーク

Ⅱ葉のつくり ○花の構造を理解する かわりながら生活して ○葉のつき方と日光の当 がいによって、２種類 を説明できる。

と働き ○花の各部を整理する いることを指摘でき たり方との関係を説明でき に分類されることを観 ○被子植物と裸子植物の構 パフォーマン

Ⅲ根と茎のつ ○花のつくりを理解する る。 る。 察できる。 造上のちがいを説明できる。 ステスト

くりと働き ○花のつくりを整理する ○植物のからだのつ ○光合成と葉緑体との関 ○適切なプレパラート○植物は光合成をしている

○種子植物を理解する くりとはたらきについ 係について推定できる。 を作成し、表皮の細 ことを説明できる。 テストレポー

○被子植物と裸子植物の違いを て、調べようとする。 ○光合成と呼吸の気体の 胞構造を観察できる。○葉脈の種類やそのはたら ト

理解する ○花が果実に変化す 出入りのちがいから、植物 ○ピスなどを使って、きについて説明できる。

○植物が光合成をしていることを ることに興味・関心を の呼吸についてその実験 適切な切片を作成 ○葉はいろいろなはたらきを 実験レポート

理解する もち、果実に残る花の 方法を考えだすことができ し、葉の断面の細胞 もった細胞から構成されてい

○葉の付き方と日光の関係を考 痕跡などの例を発表 る。 構造を観察できる。 ることを説明できる。

える できる。 ○植物によって、葉脈の通 ○葉緑体でデンプン ○光合成によって発生して

○表皮細胞と断面を観察する ○花の構造について り方・根の張り方・維管束 がつくられていること いる気体が酸素であることを

○葉脈の種類を見分ける 調べようとする。 の並び方に関連性がある を、顕微鏡を用いて 説明できる。

○葉脈のはたらきを理解する ○植物の種類による ことを推定できる。 確かめることができ ○光合成には二酸化炭素が

○葉のつくりを理解する 葉のつくりの共通点 ○根から吸収された水が る。 必要であることを説明でき

○葉緑体ででんぷんが作られて や相違点について調 道管を通り、細胞をめぐっ ○植物は二酸化炭素 る。

いることを確かめる べようとする。 て、気孔から出ていくことを を発生していることを ○光合成に必要な要素につ

○光合成が葉緑体で行われてい ○根や茎のつくりや 推定できる。 確かめることができ いて実験結果をもとに説明

ることを理解する はたらきについて調 ○植物のからだのつくりと る。 できる。

○光合成で発生する気体が酸素 べようとする。 はたらきについて、総合的 ○ルーペや双眼実体 ○植物も動物と同じように昼

であることを理解する にとらえることができる。 顕微鏡を用いて、根 夜を通して呼吸をしているこ

○光合成には二酸化炭素が必要 毛の観察ができる。 とを説明できる。

であることを理解する ○葉脈の通り方と根 ○根のつくりとはたらきを関

○光合成のしくみをまとめ全体像 の張り方を調べ関連 連づけて説明できる。

をつかむ 性があることを指摘で ○道管・師管のはたらきにつ

○光合成と呼吸の気体の出入り きる。 いて説明できる。

の違いを理解する ○葉脈の通り方と維 ○植物の種類によって維管

○植物も二酸化炭素を出している 管束の配列の関連性 束の配列に共通性があるこ

ことを確認する についてまとめること とを説明できる。

○根毛を確認する ができる。 ○蒸散のしくみについて気

５ ○根の張り方を考える 孔のつくりと関連づけて説明

○水分と養分の通り道について考 できる。

える

○葉脈と維管束の配列の関連性

を考え、その関係を理解する

○根のはたらきを理解する

○維管束・道管・師管を理解する

○維管束の配列と種子植物の種

類についてまとめる

○蒸散の仕組みを理解する

○植物のからだのつくりの全体像

をまとめる

◎朝学習 ◎朝学習モジュール ◎朝学習 ◎朝学習

モジュール １０分×１回 モジュール モジュール
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小学校の復習 ワークシート 小学校の

○季節と生物 を活用 復習①

○植物の発芽・成長・結実

１植物の世界 野外観察に

１０分×３回 出かけよう

①植物の生活と体の仕組み 花のつくり

Ⅰ花のつくりと働き と働き

Ⅱ葉のつくりと働き 葉の作りと

働き

②植物の仲間 ○花の咲かない植物があることを ○植物には花のさく○植物によって、形や大き ○顕微鏡などを用 ○葉脈の通り方・根の張り方 授業プリント

知る 植物と花のさかない さにちがいがあっても、構 いてシダ植物の各 ・維管束の並び方が植物の

○葉脈・根の張り方・維管束の並 植物があることを調 造上の共通点があることに 部分を観察するこ なかま分けの基準となること 定期考査

び方がなかま分けの基準になるこ べようとする。 気付き、その共通点をもと とができる。 を説明できる。

とを知る ○広く植物界に興味 に分類表をつくることがで ○網目状の葉脈をもつ植物 授業の様子

○植物を構造上の共通点等によ をもち、未知の植物に きる。 は、花びらのつき方によって

６ って分類できることを理解する ついても調べてみよう さらに分類できることを説明 ワーク

○他のいろいろな植物に興味を持 とする。 できる。

つ ○葉脈・根・維管束の特徴 パフォーマン

○シダ植物について，全体の から被子植物をなかま分け ステスト

形や胞子のう，胞子，葉柄や すると、単子葉類と双子葉

茎の断面を，顕微鏡などを用 類の２つに分類できることを テストレポー

いて観察する 説明できる。 ト

○シダ植物は，葉，茎，根の ○植物の特徴をとらえ、なか

区別があり維管束があること まわけをすることができる。実験レポート

を学習する。 ○シダ植物のからだのつ

◎朝学習 ○コケ植物について，からだ くりについて説明すること ◎朝学習 ◎朝学習

モジュール のつくりや，雄株，雌株がある ができる。 モジュール モジュール

ことを学習する。 ○コケ植物のからだのつ ワークシート 小学校の

○シダ植物やコケ植物が，種 くりや生活のようすにつ を活用 復習②

子をつくらず胞子でふえること いて説明することができ

を学習する。 る。

○シダ植物やコケ植物

のふえ方について説明

できる。 根と茎の

つくりと働き

◎朝学習モジュール

小学校の復習

１０分×１回

○天気の変化

○動物の発生

○流水の働き

１植物の世界

１０分×１回

①植物の生活と体の仕組み

Ⅲ根と茎のつくりと働き

３身のまわり ○日常生活の中で物質をどのよう ○日常経験をもとに、○物質のいろいろな性質を ○金属が電気を通す ○物体と物質のちがいにつ 授業プリント

の物質 に区別しているか考える ごみの区別や身のま 調べることが物質を区別す か、磁石につくかなど いて、例をあげて説明でき

①身のまわ ○質量について理解する わりの物質の区別を る手がかりとなることを見 を調べ、結果をまとめ る。 定期考査

りの物質とそ ○金属の区別の方法を理解する どのようにしているか いだすことができる。 ることができる。 ○物質を調べる方法につい

の性質 ○金属の調べ方を考える 調べようとする。 ○金属光沢以外の金属を ○上皿てんびんや電 て説明できる。 授業の様子

○金属同士を区別する方法として ○金属どうしを区別 区別する方法を、自分なり 子てんびんで指定さ ○質量について説明できる。

密度を使うことを知る する方法を自ら考え の考えで発表できる。 れた同体積の物質を ○金属光沢について例をあ ワーク

７ ○上皿てんびんの使い方を知る 発表できる。 ○身のまわりの金属製品 はかることができる。 げて説明できる。

○見ただけでは区別できない物質 ○見ただけでは区別 は、金属のどのような性質 ○ガスバーナーを安 ○金属に共通な性質と非金 パフォーマン

を区別する方法を知る できない白い粉末の を利用しているか、具体的 全に正しく使うことが 属について説明できる。 ステスト

○ガスバーナーの使い方を習得 物質を区別する方法 に説明できる できる。 ○物質は密度で区別できる

する を自分の経験をもと ○実験の結果から白い粉 ○計画的に実験を行 ことを説明できる。 テストレポー

○有機物と無機物を理解する に指摘できる。 末の物質がなにかを予想 い、未知の白い粉末 ○有機物と無機物について ト

○プラスチックの再利 できる。 を調べ、表にまとめる 例をあげて説明できる。

○気体を発生させてその性質を 用や出てくる気体に ○実験結果をもとに、調べ ことができる。 ○気体（酸素・二酸化炭素・実験レポート

【１】年 〔 理科 〕科 年間指導計画
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調べる ついて例をあげて説 た気体の性質を説明でき ○気体を発生させ捕 窒素・水素・アンモニア）のつ

○気体の性質・作り方・集め方を 明できる。 る。 集できる。 くり方・集め方・性質・同定法

知る ○酸素と二酸化炭素 ○気体の性質と集め方と ○気体の調べ方の例 を説明できる。

○気体の集め方と気体の性質の の性質を調べる方法 の関係を説明できる。 を参考にして、発生し ○さまざまなプラスチックが

関連性を理解する に興味・関心をもち、○気体の密度や水へのと た気体の性質を調べ 身のまわりで広く使われてい

○身のまわりにあるさまざまなプ 自分の意見を発表で け方から集め方を推定でき ることができる。 ることを知るとともに，使用

ラスチックを持ち寄り，その用途や きる。 る。 するうえで留意することを理

性質について話し合う。 ○プラスチックの種類 ○プラスチックの用途と性 解している。

や性質について，ご 質とを関連づけて説明でき

みの分別やリサイク る。

ルと関連づけてとらえ

ようとしている。

◎朝学習 ◎朝学習モジュール ◎朝学習 ◎朝学習

モジュール ２身のまわりの現象 モジュール モジュール

１０分×２ ワークシート いろいろな

③いろいろな力の世界 を活用 力の世界①

いろいろな

力の世界②

②水溶液の性 ○身のまわりで物質が溶けている ○物質が水にとけて ○水溶液の状態は時間が ○水溶液中の固体の ○水溶液の性質（透明性・授業プリント

質 ものを考える いることや水溶液の 経過しても変化しないこと 物質をろ過によってと 均一性）を説明できる。

○固体が水に溶けていくようすを 性質について興味を を指摘できる。 り出すことができる。 ○溶質・溶媒・溶液について 定期考査

観察する もち、自分の考えを発 ○水に固体の物質がとけ ○水に溶質がとけて 例をあげて説明できる。

○固体が水に溶けるとはどういう 表できる。 ていくようすを実験結果を いくようすを観察し ○純粋な物質や混合物につ 授業の様子

ことか考え・理解する ○物質が水にとける もとに説明できる。 て、その結果を説明 いて例をあげて説明できる。

○溶質・溶媒・溶液の定義を理解 ようすやとけたあとの ○単位に注意しなが できる。 ○溶液には濃度の異なるも ワーク

する ゆくえについて推定で ら，密度の計算式に数 ○メスシリンダーで指 のがあることを説明できる。

○純粋な物質と混合物を区別す きる。 値を入れて，計算でき 定された体積の液体 ○結晶と再結晶、飽和水溶 パフォーマン

９ る ○水溶液から溶質を る。 をはかりとることがで 液と溶解度について例をあ ステスト

○濃度を理解する とり出す方法を自分 ○密度が同じならば， きる。 げて説明できる。

○水溶液から溶質を取り出すこと なりに考え、発表でき 同じ物質であることが ○固体の物質の水溶 物質は，密度で区別でき テストレポー

を考える る。 指摘できる。 液から溶質を結晶と ることを説明できる。 ト

○メスシリンダーの使い方を知る ○うきしずみと密度 ○液体の物質の密度の してとり出すことがで ○再結晶によって混合物か

○密度についての説明を聞 の関係を調べようと 大小を指摘できる。 きる。 ら純粋な物質をとり出すこと 実験レポート

く。実験結果から液体の体積 する。 ○液体中の物質のうき ○こまごめピペットを ができることを説明できる。

と金属の質量を計算式にあて しずみは，液体と物質 正しく使って少量の液 ○日常生活や社会で使

はめ，密度を求める。 の密度の大小で決まる 体をとることができ 用されている代表的なプ

○実験結果から求めた密度 ことを説明でき，うきし る。 ラスチックの性質と用途

で物質を区別できること見い ずみを使って物質を区 について説明できる。

だす。 別できる。

○いろいろな物質について，

計算し，密度を求める。

○溶質が結晶として取り出せるこ

とを観察する

○結晶・再結晶を理解する

○飽和水溶液・溶解度を理解する

◎朝学習モジュール

３身のまわりの物質

◎朝学習 １０分×２ ◎朝学習 ◎朝学習

モジュール ①身のまわりの物質と モジュール モジュール

その性質 ワークシート 身のまわり

を活用 の物質とそ

の性質①

身のまわり

の物質とそ

の性質②

③物質の姿と ○身のまわりの現象から、水の状 ○身のまわりの現象 ○水以外に身のまわりで ○物質が状態変化す ○状態変化は温度によって 授業プリント

状態変化 態変化を考えてみる で水が状態変化する 状態変化する物質をさがし るときの体積や質量 物質のすがたが変化する現

○袋がふくらんだ原因を考える 場面を発表できる。 て指摘できる。 の変化を正しく調べる 象であることを説明できる。 定期考査

○状態変化と質量・体積の関係を ○水以外の物質が状 ○エタノールの状態変化を ことができる。○物質 ○物質の沸点や融点を説明

理解する 態変化するときに、体 見て、なにが原因でポリエ の加熱時間と温度 できる。 授業の様子

○水の状態変化とその温度につ 積や質量がどう変化 チレンのふくろが大きくなっ との関係を正しくグラ

１ いて考える するか予想して、自 たかを自分なりに考えて発 フに表すことができ ワーク

０ ○エタノールが沸騰するまでの温 分なりの意見を発表 表できる。 る。
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度を調べる できる。 ○状態変化と体積・質量の ○蒸留に パフォーマン

○沸点・融点の定義を理解する ○日常の経験をもと 関係を水と水以外の物質 よって分離した物質を ステスト

○混合物から純粋な物質を取り に水の状態変化と温 を比較して説明できる。 同定できる。

出す方法を知る 度との関係を考えよう ○沸点や融点のデータをも テストレポー

○蒸留を理解する とする。 とに物質を識別することが ト

○物質が状態変化す できる。

るときの温度をくふう ○混合物から純粋な物質

して測定しようとす をとり出す方法を自分なり 実験レポート

る。 に考えて発表できる。

○実験から混合物を加熱

したときはじめにでてきた

気体にはエタノールが多く

ふくまれていることを指摘

できる。

○蒸留について例をあげて

説明できる。

◎朝学習 ◎朝学習モジュール ◎朝学習 ◎朝学習

モジュール ２身のまわりの現象 モジュール モジュール

１０分×２ ワークシート 水溶液の性

②水溶液の性質 を活用 質①

水溶液の性

質②

２身のまわり ○光・音・力についての現象を考 ○光・音・力に関する ○光の反射の性質を利用 ○光の反射について ○物体が見えるときには、光 授業プリント

の現象 えてみる いろいろな現象を調 して、鏡にうつって見える範 調べ、結果をまとめる 源からの光や反射した光が

①光の世界 ○物体が見えることと、光の進み べようとする。 囲を具体的に示すことがで ことができる。 目に入っていることを説明で 定期考査

方の関係を理解する ○鏡・水・レンズなど きる。 ○光の屈折について きる。

○光が直進することを知る を使ったときの物体 ○実像と虚像の区別を，具 調べ、結果をまとめる ○物体の見え方と光の進み 授業の様子

１ ○光の反射を理解する の見え方や光の進み 体的に見いだせる。 ことができる。 方には関係があることを説

１ ○光の反射と鏡に映って見えるこ 方を調べようとする。 ○凸レンズによってで 明できる。 ワーク

とを理解する ○鏡や透明な物体に きる像を調べ、結果を ○光の直進について説明で

○光の屈折を理解する 当たった光の進む道 まとめることができ きる パフォーマン

○光の屈折の仕方をまとめる 筋について調べようと る。 ○光の反射について説明で ステスト

○全反射を理解する する。 きる。

○凸レンズのはたらきを理解する ○凸レンズのはたら ○光の反射の性質を利用し テストレポー

○焦点・焦点距離を理解する きと像について調べ て、鏡で物体をうつしたとき ト

○凸レンズによってできる像を調 ようとする。 の見え方について、説明で

べる きる。 実験レポート

○実像と虚像を理解する ○光の屈折と全反射につい

○凸レンズと光の屈折の関係を て説明できる。

考える ○光の屈折や全反射による

物体の見え方について説明

できる。

○凸レンズの焦点・焦点距

離を説明できる。

○実像，虚像がどんなときに

できるか、説明できる。

○凸レンズによる実像・虚像

のでき方を光の進み方から

説明できる。

◎朝学習 ◎朝学習モジュール ◎朝学習 ◎朝学習

モジュール 小学校の復習 モジュール モジュール

１０分×１回 ワークシート 小学校の

○水溶液の性質 を活用 復習③

○電流の働き

○電気の利用

１植物の世界 植物の仲間

１０分×１回

②植物の仲間

２身のまわりの現象 光の世界

１０分×１

①光の世界
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②音の世界 ○音が物体の振動であることを理 ○身のまわりの音が ○空気が音を伝えることを ○音の大小や高低と ○音が物体の振動によって

解する 出ている物体につい 見いだすことができる。 物体の振動について 生じることを説明できる。

○音の伝わり方・速さを知る て調べようとする。 ○振幅・振動数と音をそれ 調べ、結果をまとめる ○音の伝わり方と音を伝え

○物体の振動と音の大小・高低と ○身のまわりにある ぞれ関係づけて説明でき ことができる。 る物体・音の速さについて説

の関係を理解する 物体で、音を出してい る。 明できる。

○振幅・振動数と音の大小・高低 る物体の振動と音の ○音の大小と振幅との関

との関連を理解する 大小や高低との関係 係、音の高低と振動数との

について、意欲的に 関係について、説明できる。

調べようとする。

◎朝学習 ◎朝学習モジュール ◎朝学習 ◎朝学習

モジュール 小学校の復習 モジュール モジュール

１０分×１回 ワークシート 小学校の

○人の体のつくりと働き を活用 復習④

○土地のつくりと変化

２身のまわりの現象 音の世界

１０分×１

②音の世界

１ ③いろいろな ○身のまわりの現象と力との関係 ○身のまわりに見ら ○物体に力がはたらくとき ○物体に力がはたら ○力のはたらきについて説 授業プリント

２ 力の世界 を考える れる力と関係がある の物体の変化のようすにつ くときに、どのような 明することができる。

○物体に力がはたらいたときの物 現象について意欲的 いて、分類する規準を決め 変化をするかを調 ○地球上の重力や重さと重 定期考査

体の変化について理 解し分類 に調べようとする。 ることができる。 べ、結果をまとめるこ 力との関係について説明で

の基準を理解する ○力の大小を比較す ○具体的な現象から、力を とができる。 きる。 授業の様子

○力のはたらきを理解する る方法について、自 加えた物体・力を受けた物 ○ニュートンはかりを ○重さと質量のちがいにつ

○力のはたらきと具体的な現象と 分の考えを発表しよう 体・力のはたらきを見いだ 用いて力の大きさを いて，説明できる。 ワーク

を関連づける とする。 すことができる。 はかることができる。○１Nという力の大きさを説

○重力と重さについて理解する ○静止している物体 ○力のはたらきの「物体の ○ばねののびと力 明できる。 パフォーマン

○重さと質量についての説明を聞く にはたらく２力の関係 形を変える」を利用して、力 の大きさとの関係を ○力の表し方や力の要素に ステスト

○力の大小を表す方法を考える について、自分の考 の大きさを比べることがで 調べ，結果をまとめ ついて説明することができ

○力の単位にはＮ（ニュートン）を えを発表しよう きることを説明できる。 ることができる。 る。 テストレポー

使うことを知る とする。 ○グラフから，力の大きさと○実験で調べた結 ○物体にはたらく重力を表 ト

○実験を行い，力の大きさとばねの ○面に力がはたらくと バネののびの関係（フックの 果を正しくグラフに す方法について説明するこ

のびについて，結果をまとめる きの効果について、法則）について，まとめること表すことができる。 とができる。 実験レポート

○力の大きさとばねのびの関係に 自分の考えを発表し が出来る。 ○力を矢印で表すこ ○２力のつり合いの条件を

ついて考察する ようとする。 ○物体に２力がはたらくと とができる。 説明することができる。

○力を矢印で表す方法を習得す き、物体がどのようになる ○２力がはたらいて ○垂直抗力・摩擦力とはど

る か、推論できる。 物体が動かないとき のような力なのか、説明でき

○２力の大きさと向き、物体がどう ○空気に重さがあることか の条件を調べ、結果 る。

なるかを考える ら、大気中にも圧力がある をまとめること ○２力のつり合いの条件

○物体が動かないときの条件を ことを推論できる。 ができる。 のもとで、一つの力とつり合

考える ○標高や容器内の空気の ○ふれ合う面積の大 うもう一つの力を見つけるこ

○２力のつり合いの条件を理解す 量によって、大気圧がどの 小と力を受ける物体 とができる。

る ように変化するか、論理的 の変形のしかたにつ ○圧力とはどのようなものか

○垂直抗力と摩擦力を理解する に説明できる。 いて調べ、結果をまと 説明できる。

○物体の変化とふれあっている面 ○水の深さと水圧の関 めることができる。 ○大気圧の大きさを圧力の

積の関係を考える 係について調べ，結果 単位で説明できる。

○ふれあう面積の大小と力を受け をまとめることができ ○大気圧が四方八方からは

る物体の変形につい て調べる る。 たらくことを説明できる。

◎朝学習 ○圧力の定義と単位（Ｐａ）を理解 ○水の深さと水圧の関 ○水の重さと結びつけ ◎朝学習 ◎朝学習

モジュール する 係について調べ，結果 て， モジュール モジュール

○空気の重さと大気の圧力の関 をまとめることができ ○水圧を説明できる。 ワークシート 小学校の

係を理解する る。 ○水圧が四方八方から を活用 復習⑤

○水の深さと水圧の関係，水 ○水にしずむ物体の， はたらくことや，水の深さ 小学校の

圧のはたらく向きについて調 空気中での物体の重さ に比例して大きくなること 復習⑥

べる実験を行う と，水中での物体の重 を，説明できる。

○実験結果から水の深さと水 さを正確に調べることが ○水圧のはたらく向きを

圧の関係について考察する。 できる。 指摘できる。

○水の柱などを参考に，水圧 ○物体にはたらく浮力の

についての説明を聞く。 大きさを，説明できる。

水圧のはたらく向きについて説

明を聞く。

○ニュートンはかりと水にしず

む物体を用いた実験などを行
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い，水の深さや物体の体積と

浮力の関係について，結果を

まとめる。

○空気中での物体の重さと，

水中での物体の重さを比較す

る。

○浮力についての説明を聞

く。

◎朝学習モジュール

小学校の復習

１０分×２回

○物の溶け方

○電気の働き

○てこの規則性

○燃焼の仕組み

○生物と環境

１ ４大地の変化 ○地球の変化について考える ○地震や火山活動に ○身近な火山の観察と資 ○火山灰の洗い出し ○火山や噴火とはどのよう授業プリント

①火をふく大 ○火山の噴火について知っている よる地球の変化や、料などから、火山の形や噴 ができ、火山灰の観 なものか説明できる。

地 ことを確認する 地層や化石などの地 火のようすなどにいくつか 察を通していくつかの ○火山噴出物は地下の高 定期考査

○マグマの性質と火山の噴火を 学の話題に関心をも の種類があることをとらえ 特徴ある粒（鉱物）を 温状態のマグマが噴き出さ

理解し、またそれらの関連性につ ち、積極的に調べよう ることができる。 見いだし分類できる。 れたものであると説明でき 授業の様子

いても理解する とする。 ○火山の形や活動のよう○火山岩と深成岩を る。

○火成岩・深成岩・火山岩の定義 ○現在活動している すのちがいはマグマの粘 比較観察し、組織の ○マグマのねばりけが強くも ワーク

を理解する 火山について、その 性などの性質のちがいによ ちがいを記録（特徴 り上がった形の火山は白っ

○火成岩に入っている粒（鉱物）噴火のようすや被害 ると推論できる。 のスケッチ）し、その ぽく、ねばりけが弱く平坦な パフォーマン

を見る について興味や関心 ○火山岩・深成岩の特徴を 形の火山は黒っ ぽいこと ステスト

○鉱物の種類を知る をもち、進んで調べ 組織のつくりから説明する 特徴を発表できる を指摘できる。

○火成岩の組織のできかたを理 ようとする。 ことができ、それを岩石の ○火成岩には、地表に噴出 テストレポー

解する でき方と結びつけて 考え してできる火山岩のほかに ト

ることができる。 地下でゆっくり冷えて固まる

○全体的な火山の色や火 深成岩が存在する ことを

山灰の色と含有鉱物の種 説明できる。

類との関係について推察で ○火成岩はおもに結晶の粒 実験レポート

きる。 で形成されていて、その粒は

鉱物とよばれていることを説

明できる。

○鉱物は粒の色から無色鉱

物と有色鉱物に大別される

ことを説明できる。

◎朝学習 ◎朝学習モジュール ◎朝学習 ◎朝学習

モジュール ２身のまわりの現象 モジュール モジュール

１０分×１ ワークシート 物質の姿と

③物質の姿と状態変化 を活用 状態変化

２ ②ゆれる大地 ○最近起きた地震を考える ○地震という大地の ○地震計の記録をもとに、○等発震時曲線を引 ○震度や震度ごとのゆれの 授業プリント

○震度を理解する 変化について興味・初期微動や主要動・震源 くことができ、震度分 程度・地震に関する名称に

○初期微動・主要動を区別する 関心をもちニュースな からの距離とゆれはじめの 布図を作成できる。 ついて説明できる。 定期考査

○地震のゆれの伝わり方を理解 どに反応しようとす 時刻との関係など、地震波 ○震度とマグニチュードのち

する る。 の特徴を見いだす。 がいを理解しその関係につ 授業の様子

○初期微動・主要動の速さを知 ○身近な地域に起こ ○震度の分布をもとに、震 いて説明できる。

り、初期微動継続時間と震源距離 った地震による建造 源（震央）からの距離と震 ○地震との関連で地球表層 ワーク

との関係を理解する 物の破壊・山崩れな 度の大きさとの関係を推測 のプレートの動きをとらえ、

○マグニチュードを理解し、震度と どの被害の事例につ できる。 日本列島の地下における地 パフォーマン

のちがいを理解する いて知ろうとする。 ○地震波の特徴や震源 震発生の原因の説明でき ステスト

○プレートを知り、地震との関連 （震央）からの距離と初期 る。

性を理解する 微動継続時間との関係を ○地表に見られる大地のず テストレポー

○プレートが動いていることを理 推測できる。 れの痕跡が未来の地震予 ト

解し、地球全体のプレートの動 ○震源の深さの分布から、 知に役立つことを説明でき

きと地震とを関連づける 地震の起こる場所とプレー る。

トの関係についてその広が ○地球はプレートの動きによ

りを確認できる。 り過去から現在・未来へと変 実験レポー

化を続けていることを指摘で ト

きる。
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◎朝学習 ◎朝学習モジュール ◎朝学習 ◎朝学習

モジュール ４大地の変化 モジュール モジュール

１０分×２ ワークシート 火を噴く大

①火をふく大地 を活用 地

②ゆれる大地 ゆれる大地

３ ③大地の変化 ○地層について考え、そのでき方 ○大気や水による大 ○岩石が風化・侵食・運ぱ ○野外観察を行うた ○風化・侵食・運ぱん・堆積 授業プリント

を理解する 地の変化について関 ん・堆積の作用を受けてど めに必要な道具と服 の作用について説明できる。

○河川の作用について理解する 心をもち、ニュースな のようになるの推定でき 装や野外観察を行う ○地層の重なり方の規則性 定期考査

○地層の観察のしかたを知る どに敏感に反応した る。 際の危険防止事 項・を説明できる。

○堆積岩の種類を知り、地層との り、進んで調べようと ○河口からの距離と土砂 環境保全の心得につ ○地層と堆積岩との関係を 授業の様子

関連性を理解する する。 の粒の大きさの変化の関 いてついて説明でき 説明できる。

○堆積岩のつくりを知り、火成岩 ○堆積岩と火成岩の 係を推論できる。 る。 ○堆積岩の構成物を見てど ワーク

との違いを理解する ちがいについて、進 ○地層の成因について推 ○身近な地層（露頭）の岩石か分類できる。

○化石・火山灰等を考え、地層の んで考えようとする。 論できる。 を視覚（色）や触覚 ○堆積岩の特徴と堆積岩の パフォーマン

広がりを理解する ○自分たちの住んで ○特徴的な地層をもとに地 （手触り）などで、いくでき方とを関連づけて説明 ステスト

○どんな化石があるかを知る いる地域の地下のよ 層の広がりに気づくことが つかの地層に分ける できる。

○示準化石と示相化石から年代 うすに できる。 ことができる。 ○化石とは、土砂が堆積し テストレポー

と環境とを推定する 目を向け関心をもつ。 ○柱状図などをもとに地層 ○分けられた地層が て地層を形成する過程で、ト

のようすを推定できる。 読みとれるようなスケ 古生物の死がいや古生物が

○地層の柱状図データや ッチができる。 生活していた痕跡などが地

資料をもとに地層を対比し ○分けられた地層の ○層の中に残されているも

て、地下における地層の連 特徴や化石などの有 のであることを説明できる。

続性や空間的な広がりに 無の同定ができる。 実験レポー

ついて推論できる。 ○堆積岩の粒の大き ト

○堆積岩に見られる化石 さのちがいと構成物

から過去の堆積環境やそ のちがいの２つの観

の化石の入っている地層 点から、堆積岩の特

が生成された時代を推定 徴を見いだすことがで

できる。 きる。

○化石をふくむ地層が大 ○堆積岩と火成岩の

山脈の中で発見されたこと 共通点と相違点を見

から、海底に堆積して形成 いだすことができる。

された地層が、大地の変動

により、数千ｍの高さまで

おし上げられたことを指摘

できる。

◎朝学習 ◎朝学習モジュール ◎朝学習 ◎朝学習

モジュール ４大地の変化 モジュール モジュール

１０分×２ ワークシート 地層から読

③大地の変化 を活用 み取る大地

の変化①

地層から読

み取る大地

の変化②


